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2010年12月に公布された六次産業化・地
産地消法に基づく総合化事業計画の認定件
数は，13年11月末時点で1,690件に達し，六
次産業化は所得拡大を図る農業者だけでな
く，地域活性化を期待する地域や自治体等
においても大きな関心が持たれている。ま
た，日本政策金融公庫の平成24年度「農業
の 6次産業化等に関する調査」によると，六
次産業化に取り組んでいる平均年数は8.3
年で08年の農商工等連携促進法施行以降に
取り組んだところが多いが，90年以前から
産地直送などの六次産業化に取り組んでい
るところも多い。全体としてはまだ取組み
から日の浅い六次産業化が，政府の期待す
るように農業の成長産業化，地域社会の活
性化につながっていくために，六次産業化
に成功した先達者・先進地の事例は多くの
貴重なヒントを与えてくれるであろう。
六次産業化の先進事例集は農林水産省の

HPにも掲載されているが，本書の特色と
しては，かなり地域差の大きい六次産業化
の取組みについて，北は関東から北陸・近
畿・中国・四国，南は九州まで，各地域で
活躍する農業および六次産業化に関する研
究者25名が執筆を担当し，以下の 5項目を
執筆ポイントとしている点である。
①他の事例集にない執筆者なりの新しい

視点を出す，②事例の形態は立地する各地
域の特徴に制約されることがあるのでその
関連性を出す，③各作目からのアプローチ
を出す，④単なる事例紹介だけでなくその
モデル化のノウハウも入れる，⑤必要に応
じ農業外の業者に連携を訴えるようなノウ

ハウを書く。
そして，本書の 7つのパート，25章で構
成され，パートⅠが六次産業化の入門編，
パートⅡ～Ⅶが実践編で，パートⅠ「六次
産業化の分類・施策・支援・ファンド」，パ
ートⅡ「一品目で多角化をめざす」，パート
Ⅲ「地域コミュニティの大切さは変わらな
い」，パートⅣ「流通チャネルを活かす組織
は伸びる」，パートⅤ「地産地消、直売所、
棚田、女性起業で交流を深める」，パートⅥ
「農業協同組合の六次産業化への挑戦は」，
パートⅦ「六次産業化が向かう姿」となっ
ている。
実践編は，品目別の多角化の方法，地域
農業全体での六次産業化の方法，多様な流
通チャネルの活用方法，推進のキーワー
ド，農協の関わり方など六次産業化のタイ
プ，取組みの視点別にわかりやすく解説さ
れ，各執筆者の農業および農村の六次産業
化の実現への深い思いが伝わる内容となっ
ている。
なお，編者が本書の趣旨は，「下請けの農
業からの脱却を提唱し，日本の農業に元気
をあたえ，これまで他の産業の主体者に帰
属していた付加価値を彼らから奪取するこ
とを高らかに謳う本だ」という点にはいさ
さか違和感がある。餅は餅屋，農業者は生
産に専念すべきという意見もあるなかで，
上記の日本政策金融公庫の調査で，六次産
業化を進める上で不足しているのは「営
業・販路確保」の人材・ノウハウが 1位で
あることからも，六次産業化の本質は，農
業者と加工・流通業者が敵対するのではな
く，相互の価値を理解しWIN－WINの関係
になり，地域内なり国内での持続可能なフ
ードサプライチェーンを構築することであ
ろう。
――筑波書房　2013年12月
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